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１．研究の背景と目的

　近年、多様化する日本語学習者のニーズに応じ、様々な研究がなされている中、IT

の進歩とメディア活用の重要性とともに、日本語教育におけるコンピュータ利用がより積極

的に議論されている。

　水町他(2002)では、CALL(Computer Assisted Language Learning：コンピュー

タ支援による言語学習）の研究において、体系的な指導システムとして開発され、実践さ

れ、実証されてきた研究は少ないとし、数年間に渡る実践によってその効果が実証された英

語教育の「三ラウンド制の指導理論」（竹蓋, 1997）を優れた指導法であるとし、この

理論を日本語教育に応用し、CALL教材の開発及び評価を行った結果、総合的に有効

であり、有益であることが明らかになった（水町他, 2003、水町他, 2004、水町他, 

2006a、水町他, 2006b）。
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　尹他(2007a)では、以上の研究を受け継ぎ、アンケート調査を通し（尹 2007)、韓国

人日本語学習者のニーズを把握した上、日本語CALL教材『聴解：日本の生活「僕

たちの日常生活」』を開発し、韓国人日本語学習者の特別に設けられたクラスにおい

て、実践及び評価（事前 事後テストによる効果測定、印象評定調査）を行った結

果、総合的に高い評価が得られた。

　以上の研究では、教材開発後、試験的に教材の有効性を検討するために、特別に設

けられたクラスにおいて行われたもので、予備評価的な観点では研究の意義があったとはい

え、実際の教育現場での有効性をいえるにはまだ更なる検討の必要がある。つまり、特別

クラスにおいて自律的な学習方法による短時間（5日間）の実践の結果であったため、より

現実的で有効利用のための議論を深めるためには、教育現場における実践及び評価が

必要であると考えられた。

　本稿では、教材及び授業の概要について述べ、教材利用とその結果を通して、日本

語CALL教材の教育現場における実践例を示すとともに、総合的な評価を通して、教育

現場における教材利用の可能性を明らかにすることを目的とする。

２．教材及び授業の概要

2.1　教材の概要

　本研究で使用する教材は、日本語学習用ポータルサイトである「コンピューターで学ぶ

日本語」＜図１＞の「マルチメディアで学ぶ日本の文化」にある日本語CALL教材

『聴解：日本の生活「僕たちの日常生活」』である。本教材は、聴解練習を第１目

的とし、言語的 文化的なことを知識として学習することを第２の目的としており、学習目

標（文化（事情） 聴解）としての日本の文化である「日常生活」をトピックとして、学

習機能の「聞く」練習ができる「聴解」教材として開発された。

　学習レベルは、トピック内容が日本の社会 文化に関わる内容であるとともに、くだけた

会話文を用いているため、中上級レベルを前提に開発した。実際に全１５レッスンの台本

（会話文）を「リーディングチュウ太』（川村 北村, 2001）を用いてレベル判定を行っ

た結果、中上級以上であると判断された（尹他 2007a）。
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＜図１＞ポータルサイトのメイン画面

＜図２＞教材のメイン画面
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＜図３＞コース１の画面例

＜表１＞各コースのレッスンのテーマ

No コース名
レッスン１の

テーマ

レッスン２の

テーマ

レッスン３の

テーマ

1 食べよう
ファミレスで何を食

べる？

成人式の後は

飲み会で

僕の家で

鍋料理を

2 出かけよう
祭りの屋台に

何がある？

温泉に行って

何をする？

旅行には

情報が大切

3
楽しみの時間を持と

う

マンガは子ども

だけのもの？
間食は要注意

二次会は

カラオケ？

4 気をつけよう
火事の時は

あわてずに

怪我をしない

ように
風邪かな？

5 自分を守ろう 地震の備えは？
台風って

怖いね

交通事故に

気をつけて

　＜表１＞のように全５コースの１５レッスンで、「コンピューターで学ぶ日本語」という

ポータルサイトで掲載されており、簡単な利用者登録を通して無料で利用できる。(URL : 
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http://www.jcall.j-tm.net)

　「三ラウンド制の指導理論」に基づき、一つのレッスンを三つのステップに分け、同一

内容を断続的に学習する分散学習(Spaced Learning)が取り入れられている。またトップ

ダウンとボトムアップの両方法を意識し、ステップ１は「おおまかな理解」、ステップ２は

「詳細な理解」、ステップ３は「応用的 総合的な学習」ができるように構成されてお

り、中上級日本語学習者を対象とした教材である。詳しいことは、尹他(2007a)を参照され

たい。

2.2　授業の概要

　授業は、韓国の南ソウル大学校の日本語科１年生の「日本語言語実習１」という授

業（４クラス １５週 週３時間）において、合計80名の受講生を対象に行われた。

本教材は、前述したように中上級レベルの教材であるが、本授業において数名の入門レ

ベルの受講生はいたものの、２／３以上の受講生が日本語能力試験３級以上をもって

おり、教師は本教材の授業利用に差し支えがないと判断した。また、最初の授業で受講

生に教材を紹介し、２／３以上の受講生の教材利用の希望を確認したし、数名の入門

レベルの受講生においても教材の有効性と興味誘発性を意識し、希望を示したので、本

教材を利用して授業を行うことになった。

　授業では、主に「みんなの日本語１」と本日本語CALL教材を併用して授業を行い、

教材の有効性を検討するために、教材利用前と利用後にそれぞれ事前テストと事後テスト

を行った＜表２＞。

　授業の方法としては、まず授業の前に、受講生は各自その日の授業で勉強する部分を

学習してくるように指示する。授業では、教師が本教材の「教師支援システム」（尹他 

2007b）から「絵素材」＜図４＞「動画素材」＜図５＞「音声素材」＜図６＞「文

字素材」＜図７＞をダウンロードできるようになっているため、教師はこのような素材を見せ

ながら、質問を受けたり、補足説明を行ったりし、教材だけでは勉強できない日本語のみ

ならず文化的な内容について議論し、理解を深めてもらうことができ、CALL教材がもつ自

律学習の限界を補った。また、本教材は「教師支援システム」＜図８＞をもっており、受

講生の学習状況（進度 タスクの得点 映像の視聴回数など）が把握できるようになって

いるため、教師は毎回受講生の学習状況を確認し、授業で受講生の学習を促した。
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＜表２＞授業日程

週 授業内容 週 授業内容

1週
オリエンテーション

『みんなの日本語』
9週

『みんなの日本語』

『CALL教材』コース１

2週 『みんなの日本語』 10週
『みんなの日本語』

『CALL教材』コース２

3週
『みんなの日本語』

『小学校１年生の漢字』
11週

『みんなの日本語』

『CALL教材』コース２

4週
『みんなの日本語』

『小学校１年生の漢字』
12週

『みんなの日本語』

『CALL教材』コース３

5週

『みんなの日本語』

CALL教材の授業利用に関する

説明

13週 『CALL教材』コース４

6週
『みんなの日本語』

CALL教材の事前テスト
14週 『CALL教材』コース５

7週
『みんなの日本語』

『CALL教材』コース１
15週 CALL教材の事後テスト

8週
『みんなの日本語』

『CALL教材』コース１

　＜図４＞絵素材　　　　　　　　　　　＜図５＞音声素材
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　＜図６＞動画素材　　　　　　　　　　＜図７＞文字素材

＜図８＞教師支援システムの画面例

３．授業利用における調査と結果

3.1　事前 事後テスト

　日本語能力の向上を聴解力と語彙力の２側面から測るために、学習開始時に事前テ

ストとして「聴解テスト」と「語彙テスト（音声 ひらがな 意味）の２種類を行い、また

学習終了時にも事後テストとして同様のテストを行った。事前 事後テストの得点を比較す

ることにより、学習者の日本語能力の向上を検討した。

（１）聴解テスト

　聴解テストでは、事前と事後のテスト問題が重ならないようにして出題した。事前テストの
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問題はコース５のレッスン２からレッスン３まで、事後テストはコース１のレッスン２からレッ

スン３までの会話文を用いて、多肢選択の問題とした。

（２）語彙テスト

　語彙テストでは、３種類のテストを用意した。一つ目は音声による語彙ディクテーションテ

スト（以下、「語彙（聞く）」と略す）と、二つ目は漢字のふりがなと意味を書くテスト

（以下、「語彙（書く）」と略す）の２種類からなっている。

　それぞれの２種類のテストは、各コースから漢字で表記される単語を抽出し、テスト項目

とした。「語彙（聞く）」は、語彙の音声が録音されたCDを聞かせ、ひらがなで書いて

もらうよう指示した。「語彙（書く）」では、予め作った問題用紙を用い、単語の読み方

をひらがなで記述させ、さらに単語の意味を韓国語で記述させた。

　各テストにおいて、受講生の７０名（８０名のうち１０名は欠損値）は、事前 事後

とで成績が著しくあがったことが、＜図５＞でわかる。また、事前 事後テストの得点間でt

検定を行ったところ、聴解テストでは(t(69)=21.09, p<.001)、語彙（聞く）では

(t(69)=17.88, p<.001)、語彙（書く）では(t(69)=11.78, p<.001)であった。つまり、各テ

ストとも0.1%の水準で有意であったことであり、全体的に学習能力が向上したことになる。

　以上の結果から聴解と「語彙（聞く）」に比べ、「語彙（書く）」において著しい上

昇量を見せたことがわかる。これは、聴解は多肢選択の問題であるため、分からなくても番

号をつけ、正解になる可能性があり、また語彙（聞く）はディクテーションだったので、ひら

がなさえ分かっていれば、聞こえてくる単語をある程度は書ける。しかし、語彙（書く）は、

漢字のふりがなと意味を書く問題となっており、分からない問題は正解にはつながらないた

め、聴解と「語彙（聞く）」に比べ、教材利用前の語彙（書く）テストは相対的に難し

かっただろう。

＜図９＞事前 事後テストの結果
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　以上のように、事前 事後テストを通して、全体的に学習能力が向上したとはいえるが、

『みんなの日本語』とCALL教材を利用した結果であり、純粋なCALL利用の結果とは言え

ないだろう。さらに、実験群（CALLを利用するクラス）と統制群（CALLを利用しないクラ

ス）による比較を通してこそ、本来のCALL教材の有効性が明らかになれるだろう。しかし、

本研究は以上の課題を遂行する前段階としての意味で、教育現場におけるCALL利用の可

能性は明らかになったと言えるし、CALL教材をうまく利用した授業の実践例を提示できた点に

意味がある。下記の受講生の意見を通してその可能性はさらに明らかになる。

3.2　受講生の意見

　本授業では、教師と受講生間の意見交換や資料提供などを行うために、韓国の某

ポータルサイトに開設されているミニホームページ(http ://c lub .cyworld .com/ 

club/main/club_main.asp?club_id=53160782)を用い、掲示板を通じて、受講生の意

見や感想を聞くことができた。

　このような手法を用いた理由として、限られた時間内に受講生の意見 感想を問う印象

評定調査は、意見 感想を考える時間が少なく、なお綿密な検討も難しいため、簡単に

答えてしまう傾向があると考え、本研究では、学習者に十分な時間を与え、より綿密に意

見 感想が記述できるように掲示板による調査を行った。

　本調査を通して、本教材及び授業に対する受講生の主観的な評価が可能となり、今後

の課題を検討する際の資料として使えるため、以下においては、日本語CALL教材の利用

に関係する受講生の意見及び感想を肯定的と否定的別にあげ、今後の課題を検討する。

＜図１０＞掲示板の画面例
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　＜表３＞のように、１では、教師が『リーディングチュウ太』（川村 北村 2001）を

利用し、CALL教材にある単語を級別に分けて提示したため、主に日本語能力試験を準

備する受講生にとっては、この教材を使えば、各自のレベルに合う日本語能力試験の単

語が学習でき、合格へとつながると確信できるため、大いに役に立ったようである。また、

２ ３ ６では、他教材では、実際に日本で使われている会話文はそれほど多いとはい

えず、本教材がもつ特徴として、日本の現地の映像を見せ、日本人の実生活で話すくだ

けた言い方を会話文として採用しているため、実生活に必要な会話が勉強できるという点が

評価されたことになる。４と５では、このCALL教材を使えば、使わない学習者より遥かに

日本語能力が上達できる例を端的に示しており、本教材の有効性が如実に現れている。

もちろん、更なる成績向上率の分析を行う必要はあるが、可能性が期待できる感想である

ことに間違いない。

＜表３＞肯定的な意見及び感想

No 肯定的な意見及び感想

1

教材の語彙と漢字をJLPTの級数別で整理した資料は、何級の単語を勉強す

るのかがわかって良かったし、分かっている単語のレベルも確認することができて

よかった。

2

『みんなの日本語』は、初心者用で会話の部分がちょっと充分でない。『みん

なの日本語』は、少し固いイメージの簡単な会話になっているが、CALL教材

は本当に実生活に必要な会話文を学ぶことができるし、日本文化に対しても勉

強することができる教材なので本当に良かった。

3

教材に出る日本文化に関わる単語を、辞書を引いて勉強することと違って、現

地の写真と動画を通じて具体的に勉強できることが大きな長所だった。また会話

では、会話の練習だけではなく、実生活でその単語をどんな状況で使ったらい

いかということがわかって良かった。

4

CALL教材は、コンピュータを通じてだけではなく、MP3でいつでも聞きながら勉

強することができた。

特に、日本語のイントネーションに関して勉強することができた。

日本語を勉強しながら一番難しい聴解と漢字の勉強に役に立ち、一石二鳥の

成果がでた。特に長所は日本語が早く上達できたという点だ。

5
一生懸命にCALL教材を利用したおかげで、利用しなかった学生に比べて、日

本語能力がたくさん伸びた。

6
以前は難しかった日本人友達との会話が、CALL教材を勉強してから、教材で

勉強した会話文を使ってみながら、より上手に話せるようになった。

＊以上は、学生が韓国語で書いたものを筆者が日本語で訳したものである。
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　＜表４＞のように、１ ２ ３では、入門レベルの受講生には難しい教材であったこと

が共通点としていえるため、、学習者のレベルに合わせ、授業の進度及び分量をうまくコン

トロールする必要があり、今度は中上級レベルの学習者を対象にした調査の必要性も浮か

び上がる。また、４では、受講生らが、教材の会話（音声）をMP3に変換し、ポータ

ブルMP3機器で聞いていたが、低容量のMP3に変換作業を行うと、画質と音質が落ちる

ので、教材に関わる問題ではないと思われる。しかし、今後教材の画質と音質に関する満

足度を調べる必要がある。

＜表４＞否定的な意見及び感想

No 否定的な意見及び感想

1
CALL教材は、一生懸命に勉強する人にとっては役に立つが、日本語を初め

て接した人には困難な点があった。

2
CALL教材は、とても難しくて、日本語がよく分からない私にとっては難しいという

考えしかなかった。正直日本語を６ヶ月しか勉強していない私には難しかった。
3 授業の進度が早く、しかも分量が多かったため、大変だった。

4
MP3では、はっきり聞こえない部分があったので、教材の画質及び音質を改善

するべきだ。

＊以上は、学生が韓国語で書いたものを筆者が日本語で訳したものである。

４．総合的考察

　本研究では、日本語CALL教材『聴解：日本の生活「僕たちの日常生活」』の教

育現場における実践及び評価が必要であることから、韓国の南ソウル大学校の日本語科

の授業において教材を利用し、実践例を示すとともに、事前 事後テストと受講生の意見

及び感想を通して全体的に有効利用の可能性が高い教材であることを明らかにした。

　本研究の意義は、以下のとおりである。

（１）教育現場における日本語CALL教材の実践例を提示し、CALL利用の参考資料

を提供できた。

（２）教育現場における日本語CALL教材の利用においても、有効利用の可能性が明

らかになり、最終的には水町他(2003)と水町他(2006a)水町他(2006b)と尹他(2007)につ

いで、「三ラウンド制の指導理論」に基づく日本語CALL教材の有効利用の可能性をよ

り一層裏付けることができた。

　今後の課題としては、以下のことが考えられる。

（１）教材のレベルに合う中上級レベルの学習者を対象にした調査をする必要がある。

（２）CALL教材のみを利用した授業実践を通してCALL教材のみの有効性を明らかに
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する。

（３）実験群と統制群による調査を通し、CALL教材を利用していない学習者に比べ、

CALL教材を利用した学習者の成績の伸びを明らかにする。
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【資料】

＊事前 事後テストの問題形式

１ ２ ３ ４ ５
     

６ ７ ８ ９ 10
     

11 12 13 14 15
     

16 17 18 19 20
     

Dictation테스트

 

성명＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 

지금부터 Dictation테스트를 실시하겠습니다. 지금부터 들으실 CD에는 각단

어가 2회 녹음되어 있습니다. 또한 각각의 문제가 들리기 전에 벨소리가 울

립니다. 단어를 듣고 다음의 해답란에 히라가나로 기입해 주세요.

 

 

 

 

 

 



168 日本文化學報……第 52輯

번호 단어 ①히라가나 ②의미

１ 雨戸

２ 春菊   

３ 居酒屋   

４ 茶碗蒸し  

５ 薬味   

６ 屋台   

７ 綿菓子  

８ 露天風呂  

９ 浴衣  

10 畳  

11 鼻水  

12 風邪  

13 花粉症  

14 打撲  

15 団扇   

16 骨折   

17 座敷   

18 応急手当   

19 演歌  

20 打ち上げ   

어휘테스트

 

성명＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 

　각각의 단어에 대해서 기입해 주세요.

①「히라가나」에는 해당 단어의 후리가나를 기입해 주세요.

②「의미」에는 해당 단어의 의미를 한글로 간단히 적어 주세요.
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청해테스트（事前）

 

성명＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 

 

　지금부터 청해테스트를 실시하겠습니다. 지금부터 들으실 CD에는 회화가 

녹음되어 있습니다. 회화를 잘 들으시고 다음의 문제에 답해 주세요.

　우선 연습을 해보겠습니다. 회화를 잘 들으시고 문제에 답해 보세요.

例(れい)）法子

のりこ

(のりこ)はハワイに何日

なんにち

行

い

ってきたのでしょうか。

　　①　1泊2日

　　②　2泊3日

　　③　3泊4日

　　④　5泊6日

정답은（４）이므로 문제의 번호（４）에 ○표를 하시면 됩니다.

＊다음의 문제１에서 문제３까지는 각각의 문제마다 부분별로 회화가 시작

됩니다.  회화를 잘 들으시고 정답에 ○표를 해주세요.

問題

もんだい

１　靖男

やすお

は台風

たいふう

何号

なんごう

がすごかったと言

い

っていますか。

①　1号

ごう

②　12号

ごう

③　15号

ごう

④　何号

なんごう

かについては言

い

っていない

問題

もんだい

２　靖男

やすお

はどこががけ崩

くず

れしたと言

い

っていますか。

①　近

ちか

くの裏山

うらやま

②　富士山

ふじさん

③　高

たか

い山

やま

④　川

かわ

の近

ちか

くの山

やま



170 日本文化學報……第 52輯

要 旨

　尹他(2007a)では、数年間に渡る実践によってその効果が実証された英語教育の「三ラウン

ド制の指導理論」（竹蓋, 1997）に基づいて開発された日本語CALL教材「聴解；日本の

生活「僕たちの日常生活」』を利用し、特別クラスにおいて実践を行い、有益であることが明

らかになった。しかし、より現実的な利用のためには、教育現場における実践及び評価が必要

であると考えられた。

　本稿では、韓国の南ソウル大学校の日本語科の授業において教材を利用し、その結果を

通して、日本語CALL教材の教育現場における実践例を示すとともに、総合的な評価を通し

て、教育現場における教材利用の可能性を明らかにすることを目的とした。その結果、実践例

を示すとともに、事前 事後テストと受講生の意見及び感想を通して、全体的に有効利用の可

能なな教材であることが明らかになった。

　本研究の意義は、（１）教育現場における日本語CALL教材の実践例を提示し、CALL

利用の参考資料を提供できたこと、（２）教育現場における日本語CALL教材の利用におい

ても、有効利用の可能性が明らかになり、最終的には水町他(2003)と水町他(2006a)水町他

(2006b)と尹他(2007)についで、「三ラウンド制の指導理論」に基づく日本語CALL教材の

有効利用の可能性を裏付けることができたことである。また、今後の課題としては、（１）教

材のレベルに合う中上級レベルの学習者を対象にした調査をする必要があること、（２）

CALL教材のみを利用した授業実践を通してCALL教材のみの有効性を明らかにすること、

（３）実験群と統制群による調査を通し、CALL教材を利用していない学習者に比べ、

CALL教材を利用した学習者の成績の伸びを明らかにすることが考えられた。

  キーワード：日本語教育、CALL、授業実践、三ラウンド制の指導理論、評価、

             韓国人日本語学習者

 투    고 : 2011. 11. 30

 1차 심사 : 2011. 12. 17

 2차 심사 : 2012.  1.  7
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